
サルフェンサルファ検出FRET蛍光プローブ

SSip-1 DA 
Absmax 495 nm / Emmax 525 nm 

図1. A549細胞のライブセルイメージング例 
A549細胞を10 μM SSip-1 DA (添加剤として1 mg/mL BSAを含む) と 1 時間反応させ、洗浄後にHBSS下で撮影しま
した。5 μM Na2S4を添加した直後 (左) に比べ、添加後 1 時間 (右) の細胞染色像では蛍光強度が増大し、サル
フェン硫黄が検出されました。 
スケールバー: 50 µm 

ライブセルイメージングが可能 

高い基質特異性 

図2. さまざまな硫黄酸化物、システイン残基および
硫化水素、サルフェン硫黄に対するSSip-1 の反応性 
SSip-1 のみの蛍光強度 (Control) を 1.0 としたときの相対

蛍光強度。種々の硫黄酸化物、システイン残基、硫化水
素ドナー (Na2S) 存在下では蛍光増大がほとんど起きませ
んが、サルフェン硫黄ドナー (Na2S2, Na2S3, Na2S4) 存在下
でのみ、SSip-1 の顕著な蛍光増大が起こります。 

反応原理など詳細は裏面へ 

膜透過性と細胞内滞留性を
両立したジアセチル (DA) 体

にすることでライブセルイ
メージングを実現！ 
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型番 名称 概要 容量 希望小売価格（円） 

 A402-1  SSip-1 DA   サルフェン硫黄のライブセルイメージングに。 60 nmol × 3  ¥49,800 

価格表 

SSip-1 DA 

可逆的な反応性 

図3. GSH による SSip-1 の還元 
SSip-1 は、サルフェン硫黄と反応し、最大蛍光波長が525 nm 
の蛍光を発します。この蛍光は GSH 存在下で経時的に減弱

しますが、再度サルフェン硫黄と反応した場合にも蛍光を発
します。 

反応原理 

SSip-1 は緑色の蛍光色素 F とクエンチャー T の2つのコンポーネントからなる分子です。サルフェン硫黄非存
在下では、SSip-1 を青色光で励起すると色素 F に吸収された光エネルギーが共鳴効果によりクエンチャー T 
に吸収され、蛍光はほとんど観察されません。SSip-1 がサルフェン硫黄と反応するとクエンチャー T の構造
が変化し、蛍光色素 T から緑色の蛍光色素 F への蛍光エネルギー移動が起こりにくくなります。その結果、
青色光で励起された SSip-1 は蛍光色素 F 由来の緑色の蛍光を発するようになります。 


